
No. 2446
金沢八景を訪ねて

金沢文庫より野島公園
実施日 2010年 2月 14日（日）
天 候 晴
リーダー 横山玲子 ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ 一柳 昭
参加者 上野キヨ、横山玲子、吉田正之、

一柳昭、山口駿三、小池述史、
大浜幸子、横山義彦、伊東勝昭、
安田三恵子、小村井好枝 計 11
名

費 用 計 940円（品川駅起算）
タイム 金沢文庫駅(9:42 ~ 9:50)金沢文観

覧(10:05 ~ 30)称名寺(10:40)金
沢山八角堂広場(11:05 ~ 11:50)
赤門(12:07)八景島シーパラダイ
ス(12:50)伊藤博文別荘(13:30 ~
14:00)野島公園展望台(14:10 ~
14:38)金沢八景駅(15:15)

データ 積算距離 15.2km(ﾘｰﾀﾞｰ自宅
品川勝島～勝島）

歩数 22,268 歩(身長 151cm 女
性設定）

2月 13日(土)の朝起きると外は白いものが
まじる氷雨、予報では夕方から降るでしょう
だったのでびっくり、こんな寒い中傘を差し
て歩く元気のない私は急遽参加者全員に、「今
日の山行中止、翌日に延期」と電話しました。
お一人だけもう自宅を出られ連絡出来なかっ
た方には大変申し訳ないことを致しました。
またお二人の方はあの氷雨の中予定コー
スを完歩されたと聞き驚嘆いたしました。
こぶし会にはまだまだ頼もしい方がいら
っしゃると嬉しくもありました。
翌日はすっきりとした快晴となりまし

た。まずは金沢文庫に入館し(65 歳以上
100 円！！)｢菩薩たちの夢｣の企画展で
穏やかの菩薩さまをたくさん拝観してま
いりました。文庫前の隧道を抜けると目
の前に称名寺の境内が見渡せました。
阿字ヶ池に架かる赤い欄干の反橋と平

橋、そして金堂、
写真等で見た風
景です。参拝後
広重の八景に称
名晩鐘とありま
したので立派な
鐘楼に上がって
みましたが鎖で

縛ってあり撞けないようになってました。
称名寺の裏山は市民の森となっていて

ハイキングコースが整備され、標高
72.3m の八角堂
のある金沢山ま
でひと登り、「あ
れ～今日はウォ
ーキングじゃな
かったの？」と
ぼやきが聞こえ
る。でもここか
らの展望はこれ
から行く野島から海の公園の砂浜、八景
島のジェットコースターと見渡せる。こ
こでゆっくり昼食、下りは石仏が並ぶ段々
道で池にたどり着きどっしりした仁王門か
ら表参道を通り赤門へ。
民家の庭には白紅の梅、蝋梅、ボケの花、
バラの花、結構花が見られました。
シーサイドラインの下をくぐると海の

公園、ここから八景島シーパラダイスま
で松林の中を行き野島を目指す時は磯辺
と砂浜を歩く、春の潮干狩りの時期は人
間で埋まるそうだが今日はのたりのたり

の波で人影もま
ばら、でも貝殻
はいっぱい落ち
ていました。女
の子が小さなポ
リバケツいっぱ
いあさりを採っ
ていました。

風もなく広々とした中を歩くのも気分の
いいものですね。
工事中の橋を渡って野島へ、昨年の 10

月 30 日に改装されたばかりで畳の香りも
新しい伊藤博文の別邸の中をぐるりと見
学、縁側から松の木越しに海の公園、シー
パラダイスが眺められましたが伊藤博文さ
んが見たら驚くような変貌でしょう。
ここから野島公園、またひと登りで標

高 57m の展望台へ、ここからは今日歩い
てきたコースがまたまた一望できました。
もやっていて富士山は見えませんでした
が、三浦半島の山々が見渡せます。大楠
山、3月一柳リーダの二子山、高取山等々、
今日はバレンタインデー、義理チョコを
いろいろいただきパワーを補給、最後の
歩き金沢八景駅までがんばりました。
金沢八景駅で一応解散、駅前のラーメ

ン屋で反省会、この時間客はなくこぶし
会の貸切で、歯無しの話で盛り上がり有
意義な一日となりました。

(記＆写真・横山玲子)


